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2．公開講座 
当センターでは、専門職向けの講座を「公開セミナー」、一般向けの講座を「市民公開講座」とし
て毎年度開催しております。公開セミナーは本学教育の特徴である「IPW（専門職連携）」と「リー
ダーシップ」をテーマとし、市民公開講座は時勢やニーズに合わせたテーマを年度ごとに設定して
います。2011 年度市民公開講座は「認知症・介護予防」「子ども・子育て支援」をテーマに実施し
ました。 
 
１）公開セミナー① リーダーシップに関する公開セミナー 
（１）概要 
テーマ：「リーダーの使命と求められるリーダーシップ 」 
日 時：2011 年 7 月 2 日（土）10：00～11：30 
講 師：坂本 光司 氏（NPO 法人オールしずおかベストコミュニティ 理事長、 
法政大学大学院静岡サテライトキャンパス長・教授） 
対 象：一般、保健医療福祉の専門職者  
内 容：経営学がご専門でこれまで大変多くの中小企業や商店街、自治体の街づくりについて
アドバイスをされてきた坂本先生より、これまで出会った「正しいリーダー」の例を
多く挙げ、「背中と心で示すリーダーシップ」についてお話いただきました。 
参加者：定員 200 名  申込 207 名  参加 174 名 （出席率 84%） 
アンケート回収：149 件（回収率 86%） 
 
（２）参加者職業内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）アンケート結果 
設問 1. 参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「今現在リーダーの立場にあり、どのようにリーダーシップをとったらよいか悩んでいたの
で、そのヒントを求めて」という参加者が多く寄せられました。また、「（“正しい”リーダー
シップという）タイトルに惹かれた」、「坂本先生を新聞・ラジオ等で知っていて、ぜひ話を聞
いてみたかった」という声も多かったです。 
このことから、今回 200 名を超える申し込みをいただいたのは、関心の高いテーマ設定と、
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単に基礎的知識に終わらないのではという期待感、そして坂本先生の知名度が大きく影響した
と思われます。 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
92%が「目的を達成できた」と回答しました。「リーダーシップについて悩んでいる」とい
って参加した方から、「自分を振り返るよい機会となった」「迷いがあったが間違っていなかっ
たと自信が持てた」「明日から実践したいと思う」という声が多く聞かれ、多くの参加者にと
って今後につながる内容だったと思われます。「目的が達成できなかった」と答えた 8%の方
の理由はおおむね「時間が足りなくて最後まで聴けなかったから」でした。 
 
設問 4 今回の講座の感想 
「事例を交えたお話は大変わかりやすく、何が大切かよくわかった」という感想が多く寄せ
られました。不満として、「時間が短かった」「もっと聴きたかった」という声が多かったです
が、「坂本先生の話はいつも最後まで行かない」という常連の方の声もありました。「ぜひ続き
を聴きたい」という声が多く寄せられました。 
 
２）公開セミナー② IPW（専門職連携）に関する公開セミナー 
（１）概要 
テーマ：「災害時の専門職連携～減災に向けて～ 」 
    演習「インタープロフェッショナルになる（Becoming Interprofessional)」 
日 時：2011 年 10 月 8 日（土）13：30～16：30  
講 師：田村 由美 氏（滋慶医療科学大学院大学 医療管理学研究科 教授） 
キエルト・ドゥイツ氏（ジャーナリスト） 
対 象：保健医療福祉の専門職者、社会福祉協議会職員、民生委員・児童委員、自治組織の防
災リーダー、災害ボランティアコーディネーターの方々等 
内 容：地域住民と保健医療福祉の専門職者が災害時にどう連携・協働するかについて、講義
と演習で学びました。保健医療福祉の専門職連携（IPW）推進のための教育・研修
（IPE）に取り組んでいる田村氏から「IPW とは？」「なぜ災害時に IPW か？」「IPW
に必要なこと」等の講義、ジャーナリストとして東日本大震災の現場に地震発生直後
に入り、避難所の食の支援や取材を行ったドゥイツ氏から、被災地の困難な状況のお
話と、ある避難所のリーダーへのインタビュー映像の紹介の後、田村氏の提示するシ
ナリオと課題についてのグループワークを行いました。 
参加者：定員 100 名  申込 108 名  参加 97 名 （出席率 90%） 
アンケート回収：77 件（回収率 79%） 
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（２）参加者職業内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）アンケート結果 
設問 1. 参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「職場で防災委員などの立場にあり、災害時にどのように行動すればよいのか知るため」と
いう方や、また一歩進んだ目的で「他職種との協働や連携について具体的にどうしたらいいか
を学びたい」という方、更には「実際に東日本大震災の現地での活動をしてみて、どう連携し
て支援していけばよいか学びたい」という方もおられました。 
全体的に「災害時に、自分が何をしたらいいのか、何ができるか、ヒントを得て実際に活か
したい」という目的の方が多く、その中でも「今回の 3 月 11 日の東日本大震災を契機として」
という声が多かったのが印象的です。他には「職場の呼びかけや指示で」という参加者も見ら
れました。 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
88%の方が「できた」と回答しました。「まずは自身の強み、能力を知り、他者と一緒に協
働していくことが第一なのだと学んだ」、「専門職を越えて、人を信頼し、協働することの大切
さを知った」など、多職種間の異なる立場の者同士が 1 つになって協働や連携を行っていく
ことの重要性を学んだとの声が多く寄せられました。次に多かったのが、「コミュニケーショ
ンの大切さを学ぶことができた（積極的な働きかけの大切さを学んだ）」など、コミュニケー
ションを積極的にとっていくことの大切さを学んだという回答でした。他に「様々な専門職の
方と交流し、情報を得られたから」など、自分とは異なる視点に気付かされ、視野が広がった
とする意見がありました。 
「達成できなかった」と回答された 9%の方の理由は、おおむね「時間が足りなかったから」
でした。 
 
設問 4  今回の講座の感想 
「グループワークが楽しかった」「違った立場の人の意見が聞けて有意義だった」という意見
が多数で、演習での、立場の異なる専門職者からの様々な意見を吸収できたことに対する満足
度が感じられました。 
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演習だけではなく、「インタビューやビデオを見て災害の悲惨さを学んだ」「田村先生、ドゥ
イツ先生とも話がうまく、惹きこまれた」等、講師や講義に対する評価も高く、「あっという
間だった」、「もっとグループワークの時間が欲しかった」、中には「1 日コースにしてほしい」
という意見もあり、全体的な満足度が伺えました。 
 
３）市民公開講座① 認知症介護に関する市民公開講座 
（１）概要 
テーマ：「認知症介護の最前線」（全 2 回） 
日 時：2011 年 11 月 19 日（土）・12 月 3 日（土） 13：00～15：30  
講 師：中村 裕子 教授（本学社会福祉学部臨床介護福祉学科長）  
対 象：ご家庭や介護施設で認知症高齢者を介護されている方々  
内 容：第 1 回は、講師の中村教授が脳の仕組みと働きを説明し、認知症の方の行動や気持
ちを理論的に解説しました。第 2 回は、受講者から提出された介護事例に関するグ
ループワークとポイント解説を行いました。グループワークでは介護事例の中で挙げ
られた「困っていること」についてどう解決したらよいか、介護福祉士、看護師、あ
るいは一般家庭での介護者等、それぞれの立場から様々な意見を出し合い、活発に議
論がなされ、各グループからの発表に対して中村教授が解決へのポイントについて解
説しました。 
参加者：定員 各回 100 名 
【第 1 回】申込 78 名 参加 63 名  （出席率 80%） 
【第 2 回】申込 67 名 参加 56 名  （出席率 84%） 
【全 2 回延べ】申込 98 名 参加 84 名  （出席率 86%） 
アンケート回収： 
【第 1 回】55 件（回収率 87%） 【第 2 回】40 件（回収率 71%） 
 
（２）参加者職業内訳 
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（３）アンケート結果 
設問 1. 参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「介護現場で認知症の方への理解を深めたくて」という声が多く寄せられました。また、「最
前線という言葉で新しい知識を得たいと思った」というように、テーマに惹かれたという声も
ありました。数は少ないですが、家庭での介護に活かしたいという声もありました。 
 
設問 2・3 目的は達成できましたか？ その理由 
ほとんどの方が「目的を達成できた」と回答しました。第 1 回では、「脳の構造を知ってか
ら認知症を理解するという新しい視野を持てた」ことについて満足の声が多く寄せられました。
第 2 回では、多職種で意見を出し合って様々な考え方に触れることができたなどグループ
ワークの評価が高かったです。ただ、一般の方からは、少し話が難しかったという声もあり
ました。 
 
設問 4 今回の講座の感想 
中村先生は難しい話をわかりやすく解説し、ご自身の体験も交えて大変わかりやすかったと
とても好評でした。この講座で得た知識をすぐに現場や家庭で活かしたいという声が多く寄せ
られました。 
 
４）市民公開講座② 子ども・子育て支援に関する講座 
（１）概要 
テーマ：「子どもへのまなざし―みんなで育ち合う―」 
日 時：2011 年 12 月 24 日（土）13：00～15：30 
講 師：【基調講演】佐々木正美 氏（児童青年家族精神科医、川崎医療福祉大学特任教授） 
    【パネルディスカッション】 
    ＜パネラー＞佐々木正美 氏、雨宮
あめみや
 寛 氏（社会福祉法人小羊学園 在宅支援セン
ターぱぴるす センター長）、太田雅子 教授（聖隷クリストファー大学こども教
育福祉学科長、大学附属クリストファーこども園総園長） 
    ＜コーディネーター＞石川瞭子 教授（聖隷クリストファー大学こども教育福祉学科） 
対 象：一般（子ども、子育てに関心のある方々）、子どもに関わる専門職者など 
内 容：佐々木先生からは、ありのままの子どもを受けいれること、それを子どもにそのまま
伝える大切さなどについて、専門職として、また一人の親としてのご経験を交えてお
話いただきました。後半は、異なる立場から子どもに関わる専門職がパネラーとなり、
受講者からの質問をもとにそれぞれの体験や考えについて意見を交わしました。 
参加者：定員 200 名  申込 298 名  参加 268 名 （出席率 89.9%） 
アンケート回収：203 件（回収率 75.7%） 
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（２）参加者職業内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）アンケート結果 
設問 1. 参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「佐々木先生の著書のファンなので」「著書だけで存じ上げている大好きな佐々木先生の肉声
をお聞きしたいと思いました」など、佐々木先生の著書を読み感銘を受けたため、佐々木先生
に会って直接話を聞きたかったという声が圧倒的に多く寄せられました。中には、何度も佐々
木先生の講演に足を運んでいる方もおられたようです。また、「子育てに悩んでいる」「子供が
心配でこれからの参考になると思ったから」など、現在子育て中の母親が子育てに関するヒン
トを得たいと参加した様子が伺えました。さらには、「保育の現場で役立てたかった」「クラス
に上手く集団に参加できない子がいるため」「保育士として／保健師として活動していく中で
参考にしたいと思った」など、幼稚園、保育園等子どもに関わる職場での参考にしたいと参加
する声が多く寄せられました。 
 
設問 2・3 目的は達成できましたか？ その理由 
98%の方が「目的を達成できた」と回答しました。「とてもわかりやすく客観的に子育てと
いうものをとらえることができた」「内容がすばらしかった」「佐々木先生の温かい言葉に感動
しました」など、全体的に非常に満足したとの声が多く寄せられました。また、日々の子育て
の中で自分の子供とどう向き合っていくか再確認できた、また、日々の保育の現場で実践的に
役立つヒントを得たという声が多く寄せられました。 
 
設問 4 今回の講座の感想 
「とてもすばらしかった。感動！感動！の連続でした」「この講座に参加できて良かったです。
佐々木先生を呼んでくださりありがとうございました」「人間関係の大切さと子育て、家庭・
職場と社会的なつながりを感じることができました」など、参加できて良かったとする回答が
ほとんどでした。それぞれの参加者にとって得たものが大きかった様子が伺えました。 
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